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虚
妄
分
別
と
は
何
か

唯
識
説
に
お
け
る
言
葉
と
世
界

虚
妄
分
別
と
は
何
か

唯
識
説
に
お
け
る
言
葉
と
世
界

小
谷
信
千
代
著

お
だ
に  
の
ぶ
ち
よ

唯
識
学
派
が
主
張
し
た
虚
妄
分
別
。

そ
の
構
造
を
原
典
『
中
辺
分
別
論
』

第
一
章
「
相
品
」
か
ら
考
察
す
る

だ
け
で
な
く
、
同
章
の
新
校
訂
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
テ
キ
ス
ト
を
付
し

た
意
欲
作
。
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凡
　
例

略
　
号

は
じ
め
に

　
　﹇
註
﹈

第
一
部
　
虚
妄
分
別
の
解
明
を
め
ざ
し
て

　
一
　『
中
辺
論
』
の
テ
キ
ス
ト
と
翻
訳

　
二
　
安
慧
の
注
釈
の
特
徴

　
三
　『
中
辺
論
』
の
構
成

　
四
　『
中
辺
論
』
第
一
章
の
主
題
「
虚
妄
分
別
」

　
五
　
所
取
・
能
取
と
し
て
の
顕
現

　
六
　
現
象
世
界
の
生
起
と
識
転
変

　
七
　
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
所
縁
と
行
相

　
八
　
行
相
と
所
取
・
能
取

　
九
　
果
転
変
と
表
象

　
十
　
七
転
識
の
両
義
性

　
十
一
　
虚
妄
分
別
の
両
義
性
と
言
葉

　
十
二
　
瑜
伽
行
派
は
な
ぜ
言
葉
を
重
視
し
た
か

　
　﹇
注
﹈

第
二
部
　『
中
辺
論
』釈
・
疏（
第
一
章
　
相
品
）の
原
典
解
明

　
帰
敬
頌

　
論
の
綱
要

　
一
　
虚
妄
分
別

（
a
）
存
在
す
る
〔
相
〕
と
存
在
し
な
い
相

（
b
）
虚
妄
分
別
の
自
相

（
c
）
虚
妄
分
別
の
包
摂
の
相

（
d
）
無
相
に
悟
入
す
る
方
便
の
相

　
　

　

（
e
）
虚
妄
分
別
の
部
類
の
相

（
f
）
虚
妄
分
別
の
同
義
語
の
相

（
g
）
虚
妄
分
別
の
生
起
相

（
h
）
虚
妄
分
別
の
雑
染
相

（
i
）
虚
妄
分
別
の
要
義

二
　
空
性

（
a
）
空
性
の
相

（
b
）
空
性
の
同
義
語

（
c
）
空
性
の
同
義
語
の
意
味

（
d1
）
空
性
の
部
類

（
d2
）
十
六
種
の
空
性

（
e
）
空
性
の
論
証

（
f
）
空
性
の
要
義

　
　﹇
訳
注
﹈

お
わ
り
に

第
三
部
　
校
訂
テ
キ
ス
ト

　
　﹇N

otes

﹈

索
引

【
目
次
】

一
九
四
四
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
六
七
年
大
谷
大
学

文
学
部
仏
教
学
科
卒
業
、
一
九
七
五
年
京
都
大
学
大
学

院
修
士
課
程
修
了
。
一
九
七
八
年
大
谷
大
学
博
士
課
程

満
期
退
学
。
大
谷
大
学
教
授
を
経
て
、
現
在
大
谷
大
学

名
誉
教
授
。
主
な
著
書
に
『
俱
舎
論
の
原
典
解
明
・
賢

聖
品
』（
共
著
）、『
真
宗
の
往
生
論―

親
鸞
は
「
現

世
往
生
」
を
説
い
た
か―
』『
誤
解
さ
れ
た
親
鸞
の

往
生
論
』（
い
ず
れ
も
法
藏
館
）、『
法
と
行
の
思
想
と

し
て
の
仏
教
』（
文
栄
堂
書
店
）
な
ど
が
あ
る
。

■
著
者
紹
介

２０１７年１月刊行


